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昨
年
は
、
小
田
原
海
域
に

お
い
て
ヒ
ラ
メ
が
近
年
に
な

く
大
漁
で
し
た
。
漁
業
者
は
、

種
苗
放
流
の
効
果
と
資
源
管

理
の
成
果
に
自
信
を
も
っ
て

い
ま
し
た
。　

小
田
原
に
お

い
て
は
早
く
か

ら
、
体
長
が
三

十
五
㎝
以
下
の

漁
獲
物
を
再
放

流
す
る
こ
と
が

行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、

種
苗
放
流
も
積

極
的
に
行
い
資

源
培
養
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
放

流
し
成
長
し
親

と
な
っ
た
ヒ
ラ

メ
を
獲
り
残
し

て
次
の
世
代
の
天
然
の
ヒ
ラ

メ
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
三
浦
半
島
で
は
数

年
前
か
ら
ア
イ
ゴ
と
ガ
ン
ガ

ゼ
の
食
害
に
よ
る
磯
焼
け
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

栽
培
漁
業
の
畑
が
荒
れ
て

き
て
い
ま
す
。
種
を
蒔
い
て
、

そ
れ
を
小
さ
い
う
ち
に
獲
ら

ず
、
漁
場
の
環
境
を
守
っ
て

初
め
て
獲
る
漁
業
か
ら
つ
く

る
漁
業
が
成
り
立
っ
て
行
き

ま
す
。
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
の

餌
と
な
る
カ
ジ
メ
や
ア
ラ
メ

が
磯
焼
け
に
よ
っ
て
な
く
な

っ
て
い
く
こ
と
は
、
漁
業
生

産
に
と
っ
て
重
大
な
影
響
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

　

水
産
生
物
の
小
さ
な
段
階

か
ら
大
き
く
な
る
ま
で
の
環

境
が
保
全
さ
れ
て
こ
そ
、
栽

培
漁
業
を
展
開
す
る
基
盤
が

整
い
ま
す
。

　

磯
焼
け
に
対
し
て
は
積
極

的
に
ア
イ
ゴ
と
ガ
ン
ガ
ゼ
の

駆
除
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
大
自
然
の
変
化
に
対
抗

す
る
た
め
に
は
、
ア
イ
ゴ
と

ガ
ン
ガ
ゼ
の
積
極
的
な
利
用

を
図
り
、
経
済
活
動
の
循
環

に
乗
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

口
で
言
う
ほ
ど
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
種

類
の
利
用
・
加
工
を
工
夫
す

る
こ
と
で
、
沿
岸
の
海
中
林

を
守
る
努
力
を
し
て
い
か
な

い
と
、
種
苗
を
放
流
し
て
も

生
産
が
成
り
立
た
な
く
な
る

　

栽
培
漁
業
が

始
ま
っ
て
ち
ょ

う
ど
、
二
〇
一

三
年
で
五
十
年

と
な
り
ま
し
た

▼
公
益
社
団
法

全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
推
進
協

会
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て

「
栽
培
漁
業
の
あ
ゆ
み
５
０

年
」
豊
か
な
海
へ
、
を
編
纂

し
、
昨
年
十
一
月
に
そ
の
発

刊
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
霞
が
関

ビ
ル
で
開
き
、
同
協
会
の
岸

宏
会
長
や
林
芳
正
農
林
水
産

大
臣
が
挨
拶
、
栽
培
漁
業
へ

の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
▼
同

誌
に
は
、
栽
培
漁
業
の
黎
明

期
、
発
展
期
、
定
着
期
、
転

換
期
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の

栽
培
漁
業
が
記
さ
れ
、
そ
れ

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
湾
に
お
い
て

は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の

底
層
水
の
貧
酸
素
が
水
産
生

物
の
成
育
に
と
っ
て
障
害
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

昭
和
の
高
度
経
済
成
長
期
に

東
京
湾
の
広
大
な
干
潟
や
藻

場
を
埋
め
立
て
て
工
業
用
地

を
確
保
し
た
結
果
や
東
京
湾

に
流
れ
込
む
生
活
排
水
に
よ

っ
て
水
質
が
富
栄
養
化
し
て

赤
潮
が
発
生
し
、
そ
れ
が
枯

死
し
、
海
底
に
沈
降
し
、
腐

る
と
き
に
酸
素
を
消
費
す
る

か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
解
決
は
、
単
に
海
の

環
境
改
善
を
図
る
だ
け
で
な

く
、
山
、
川
、
人
間
活
動
全

体
を
見
直
し
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
海
に
お
い
て
は
や

は
り
、
浅
場
の
回
復
が
重
要

で
あ
り
、
水
産
の
立
場
と
し

て
、
県
民
や
国
民
に
訴
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
イ
ゴ
と
ガ
ン
ガ
ゼ
の
大

量
発
生
は
地
球
温
暖
化
に
よ

る
海
水
温
の
上
昇
が
疑
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

干
潟
や
藻
場
の
埋
め
立
て

や
地
球
の
温
暖
化
、
ダ
ム
や

河
川
整
備
に
よ
る
海
へ
の
砂

の
供
給
不
足
な
ど
、
こ
れ
か

ら
も
人
間
自
身
が
水
産
生
物

の
生
き
る
環
境
を
変
化
さ
せ

て
き
て
、
そ
の
変
化
を
如
何

に
遅
ら
せ
、
回
復
の
方
向
に

向
か
う
努
力
を
し
て
い
く
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
然
の
サ
イ
ク
ル
を
上
手

に
利
用
し
て
き
た
里
山
が
手

本
に
な
り
ま
す
が
、
是
非
、

人
間
が
自
然
の
恵
み
を
最
大

限
に
利
用
さ
せ
て
も
ら
う
里

海
を
栽
培
漁
業
と
い
う
手
段

で
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、

私
た
ち
世
代
の
使
命
で
あ
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

放流されるヒラメ種苗

磯焼けの原因ガンガゼ

理
事
長　

後　

藤　
　

勇

公
益
財
団
法
人　

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
神
奈
川
県
栽

培
漁
業
協
会
の
事
業
に
対
し

て
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
多
大

な
ご
支
援
を
頂
き
、
御
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

栽
培
漁
業
協
会
も
公
益
法

人
と
し
て
三
年
目
と
な
り
ま

す
。

　

公
益
と
は
「
不
特
定
多
数

の
受
益
」
を
目
指
し
、
多
数

の
方
々
の
協
力
と
ご
支
援
の

も
と
資
源
の
培
養
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
栽
培
漁
業
協
会

の
役
割
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
相
模
湾
と
東
京
湾

の
水
産
生
物
の
資
源
を
培
養

す
る
た
め
、
各
種
の
種
苗
の

放
流
事
業
と
供
給
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　

水
産
関
係
団
体
や
遊
漁
団

体
の
要
望
に
沿
っ
て
マ
ダ
イ
、

ク
ロ
ダ
イ
、
カ
サ
ゴ
、
マ
コ

ガ
レ
イ
、
ア
ワ
ビ
、
ト
コ
ブ

シ
の
種
苗
を
生
産
し
、
ま
た
、

ヒ
ラ
メ
、
カ
ワ
ハ
ギ
、
ト
ラ

フ
グ
、
ナ
マ
コ
な
ど
を
他
の

種
苗
生
産
機
関
か
ら
購
入
し

て
、
供
給
し
て
い
き
ま
す
。

　

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

は
全
国
で
数
少
な
い
受
益
者

負
担
に
よ
っ
て
資
源
の
培
養

を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

　

漁
業
者
や
遊
漁
船
業
者
、

遊
漁
者
、
消
費
者
が
放
流
の

効
果
を
実
感
し
て
初
め
て
受

益
者
の
負
担
が
成
り
立
ち
ま

す
。
ま
た
、
漁
業
を
取
り
巻

く
業
体
は
、
魚
が
あ
っ
て
流

通
が
成
り
立
ち
、
消
費
者
に

放
流
し
た
魚
が
届
く
と
い
う

点
で
こ
れ
ら
総
て
の
人
々
が

受
益
者
と
言
え
ま
す
。　
　

　

海
に
放
流
さ
れ
た
種
苗
は

無
主
物
と
な
り
、
放
流
主
体

者
と
直
接
の
受
益
者
が
必
ず

し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
再
生
産
に
必
要
な
親
魚

を
残
す
こ
と
は
、
国
と
し
て

食
料
を
確
保
す
る
上
で
必
要

な
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て

税
金
で
種
苗
放
流
経
費
を
賄

う
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
太
平

洋
南
海
域
栽
培
漁
業
推
進
協

議
会
の
一
員
と
し
て
広
域
的

移
動
を
す
る
資
源
に
つ
い
て

は
、
隣
県
と
の
種
苗
共
同
放

流
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
会
の

経
営
は
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
有
効
な
事
業

と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
の
も
と
、
資
源
の
培
養

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で

引
き
続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
も
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
、
大
漁
を
祈
念
し

て
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

ぞ
れ
の
時
期
の
社
会
的
背
景

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
▼

今
は
、
全
国
的
に
種
苗
生
産

施
設
の
老
朽
化
と
技
術
・
技

能
職
員
の
高
齢
化
と
退
職
に

伴
う
生
産
体
制
の
継
続
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
▼
同
協

会
は
、
栽
培
漁
業
の
推
進
は
、

都
道
府
県
を
越
え
て
移
動
す

る
種
類
に
つ
い
て
は
、
共
同

種
苗
生
産
・
放
流
体
制
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
構
築

な
ど
に
よ
っ
て
持
続
的
な
体

制
に
す
る
こ
と
を
提
起
し
て

い
ま
す
▼
こ
れ
に
対
処
す
る

に
は
国
民
的
な
理
解
と
支
持

が
必
要
で
、
今
、
栽
培
漁
業

に
携
わ
っ
て
い
る
総
て
の

人
々
が
情
熱
を
持
っ
て
訴
え

て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い

ま
す
。

今
年
は
栽
培
漁
業
の
転
換
点
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あけましておめでとうございます　公益財団法人神奈川県栽培漁業協会の事業の発展を祈念いたします

　

公
益
財
団
法
人
と
し
て
、

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会
は

平
成
二
十
五
年
度
に
合
計
約

四
十
万
尾
の
マ
ダ
イ
種
苗
を

県
下
十
三
地
先
に
放
流
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
（
公

財
）
相
模
湾
水
産
振
興
事
業

団
が
九
地
先
に
合
計
十
万
尾
、

（
一
社
）
日
本
釣
用
品
工
業

会
が
東
京
湾
の
三
地
先
に
合

計
二
十
万
尾
を
放
流
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
二
十
五
年
度

は
七
十
万
尾
近

い
マ
ダ
イ
種
苗

が
神
奈
川
県
下

の
海
に
放
流
さ

れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、

当
協
会
は
マ
ダ

イ
の
ほ
か
ヒ
ラ

メ
を
九
地
先
に

合
計
七
万
尾
、

マ
コ
ガ
レ
イ
を

二
地
先
に
合
計

八
万
尾
、
ク
ロ

ダ
イ
を
二
地
先

　

神
奈
川
県
漁
連
の
高
橋
征

人
会
長
は
今
年
秋
の
叙
勲
で

旭
日
小
綬
章
を
授
与
し
ま
し

た
。
ま
た
、
大
日
本
水
産
会

の
平
成
二
十
五
年
度
水
産
功

績
者
と
し
て
も
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

勲
章
の
伝
達
式
は
昨
年
十

一
月
十
一
日
、
農
林
水
産
省

の
講
堂
で
行
わ
れ
、
功
績
者

表
彰
式
は
同
月
二
十
八
日
に

東
京
・
港
区
の
石
垣
記
念
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
会
長
は
、
高
校
卒
業

後
、
小
田
原
市
江
之
浦
で
定

置
網
、
一
本
釣
り
漁
業
や
ワ

カ
メ
養
殖
業
に
従
事
し
、
沿

岸
漁
業
経
営
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
平
成
元
年
に
は
江
之

浦
漁
協
の
理
事
、
六
年
か
ら

小
田
原
市
漁
協
の
副
組
合
長
、

十
二
年
か
ら
組
合
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

　

特
に
、
小
田
原
市
漁
協
の

自
営
の
米
神
漁
場
の
定
置
網

で
は
、
モ
デ
ル
網
の
導
入
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
定
置

網
の
急
潮
に
よ
る
被
害
の
防

止
、
漁
獲
の
向
上
、
若
い
漁

業
従
事
者
の
確
保
な
ど
で
大

き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
に
は
神
奈
川

県
漁
連
の
会
長
に
選
出
さ
れ
、

神
奈
川
県
下
の
漁
業
振
興
に

大
き
く
貢
献
し
、
同
年
、
神

奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会
の
理

事
に
も
就
任
し
、
水
産
資
源

の
重
要
性
を
訴
え
る
な
ど
、

栽
培
漁
業
の
推
進
に
も
貢
献

し
て
き
ま
し
た
。

高橋会長ご夫妻

　

第
三
十
七
回
相
模
湾
の
環
境
保
全
と
水
産
振

興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
昨
年
十
月
二
十
二
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
百
五
十
人
の
漁
業
者
や
海
洋

環
境
・
生
物
の
研
究
者
な
ど
が
出
席
、
「
日
本

周
辺
海
域
の
温
暖
化
と
相
模
湾
の
生
物
相
の
変

動
と
の
関
わ
り
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
ま
し
た
。

　

東
大
大
気
海
洋
研
究
所
の
安
田
一
郎
氏
が

「
日
本
周
辺
海
域
の
温
暖
化
の
特
徴
」
と
題
し
、

人
類
が
放
出
し
た
炭
酸
ガ
ス
が
温
暖
化
を
進
行

さ
せ
て
い
る
な
ど
、
世
界
で
議
論
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
「
日
本
周
辺
海
域
に
起
こ
っ
て

い
る
海
況
と
海
洋
生
物
の
特
異
現
象
」
「
水
温

と
海
藻
相
の
関
係―

相
模

湾
と
駿
河
湾
の
海
藻
相
の

違
い―

」
「
相
模
湾
の
海

洋
環
境
の
今
と
昔
の
特

徴
」
「
相
模
湾
・
周
辺
海

域
に
お
け
る
最
近
の
魚
類

相
の
変
化
」
「
関
東
・
東

海
海
域
に
お
け
る
最
近
の

ブ
リ
類
資
源
の
特
徴
」
に

つ
い
て
話
題
提
供
、
漁
業

現
場
か
ら
の
意
見
を
聞
い

た
あ
と
質
疑
応
答
を
行
い

ま
し
た
。

海域温暖化などを議論

　

㈶
横
須
賀
市
西
部
水
産
振

興
事
業
団
は
昨
年
十
月
十
八

日
、
長
井
町
漁
協
会
議
室
で

ガ
ン
ガ
ゼ
や
ア
イ
ゴ
に
よ
る

磯
焼
け
対
策
研
修
会
を
開
催
、

約
八
十
人
の
漁
業
者
が
参
加

し
ま
し
た
。
同
事
業
団
の
太

田
議
理
事
長
は
「
三
浦
半
島

な
ど
で
も
磯
焼
け
が
拡
大
し

て
お
り
、
そ
の
対

策
が
急
務
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
水
産

技
術
セ
ン
タ
ー
の

木
下
淳
司
普
及
員

は
三
浦
半
島
各
地

で
ガ
ン
ガ
ゼ
や
ア

イ
ゴ
に
よ
る
磯
焼

け
の
被
害
状
況
を

説
明
し
、（
独
）水
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所

の
黒
木
洋
明
沿
岸
資
源
グ
ル

ー
プ
長
は
ガ
ン
ガ
ゼ
は
突
発

的
に
発
生
す
る
こ
と
、
同
研

究
所
の
丹
羽
健
太
郎
研
究
員

は
、
ガ
ン
ガ
ゼ
は
、
水
温
が

十
五
度
Ｃ
以
上
で
餌
を
良
く

食
べ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

東
京
海
洋
大
学
の
藤
田
大

介
准
教
授
は
、
日
本
各
地
で

ガ
ン
ガ
ゼ
が
増
え
て
い
る
事

例
を
説
明
、
そ
の
有
効
な
駆

除
は
海
の
中
で
潰
す
こ
と
だ

と
話
し
、
ア
イ
ゴ
に
よ
る
被

害
は
三
浦
半
島
も
危
険
な
状

態
に
置
か
れ
て
お
り
、
干
物

に
す
る
な
ど
し
て
食
べ
る
べ

き
だ
、
と
提
案
し
ま
し
た
。

ガンガゼ、アイゴ被害と対策を学ぶ

に
合
計
七
千
五
百
尾
、
ナ
マ

コ
を
一
地
先
に
六
百
五
十
尾

を
放
流
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

種
苗
放
流
は
、
当
協
会
の
事

業
の
重
要
な
柱
で
す
。

　

放
流
事
業
・
マ
ダ
イ
協
力

金
分
と
し
て
八
月
二
日
に
横

浜
市
漁
協
金
沢
、
横
須
賀
市

東
部
漁
協
、
み
う
ら
漁
協
松

輪
地
先
に
合
計
十
四
万
一
千

尾
、
六
日
に
み
う
ら
漁
協
小

網
代
地
先
に
合
計
二
万
六
千

尾
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
月
五
日
に
は
横

須
賀
市
・
小
田
和
湾
、
葉
山

町
漁
協
、
腰
越
漁
協
、
江
の

島
片
瀬
漁
協
、
茅
ヶ
崎
市
漁

協
、
平
塚
市
漁
協
、
小
田
原

マ
ダ
イ

市
漁
協
、
真
鶴
町
漁
協
地
先

に
合
計
十
一
万
八
千
尾
を
放

流
し
ま
し
た
。

　

（
公
財
）
相
模
湾
水
産
振

興
事
業
団
が
マ
ダ
イ
種
苗
を

放
流
し
た
の
は
九
月
五
日
で
、

葉
山
町
漁
協
、
腰
越
漁
協
、

茅
ヶ
崎
市
漁
協
、
平
塚
市
漁

協
、
大
磯
町
漁
協
、
小
田
原

市
漁
協
、
真
鶴
町
漁
協
、
岩

漁
協
、
福
浦
漁
協
地
先
で
す
。

ま
た
、
（
一
社
）
日
本
釣
用

品
工
業
会
が
放
流
し
た
の
は

横
浜
市
金
沢
、
横
須
賀
市
東

部
、
み
う
ら
漁
協
松
輪
地
先

で
す
。

　　

今
年
度
、
六
月
二
十
六
日

か
ら
八
月
三
日
に
掛
け
て
、

少
な
い
場
所
で
五
千
尾
、
多

い
場
所
は
一
万
五
千
尾
と
な

り
、
放
流
数
は
合
計
七
万
尾

で
す
。

　

放
流
場
所
は
相
模
湾
の
平

塚
、
茅
ヶ
崎
、
葉
山
、
小
田

ヒ
ラ
メ

原
市
早
川
、
横
須
賀
市
長
井

お
よ
び
佐
島
沖
で
す
。
ま
た
、

東
京
湾
口
の
金
田
湾
、
東
京

湾
内
の
横
須
賀
、
横
浜
市
柴

沖
に
も
放
流
し
ま
し
た
。

　

四
月
九
日
に
横
須
賀
市
東

部
漁
協
地
先
に
七
万
尾
、
六

月
八
日
に
三
浦
市
小
網
代
沖

に
一
万
尾
放
流
し
ま
し
た
。

　

遊
漁
者
が
好
ん
で
釣
り
の

対
象
に
す
る
こ
の
魚
は
、
十

月
三
日
に
横
浜
市
金
沢
沖
に

二
千
五
百
尾
、
十
月
六
日
に

横
須
賀
市
長
井
町
沖
に
五
千

尾
を
放
流
し
ま
し
た
。

　　

中
華
料
理
の
食
材
と
し
て

注
目
さ
れ
、
そ
の
種
苗
を
十

月
八
日
、
横
須
賀
市
の
北
下

浦
漁
港
内
に
放
流
し
ま
し
た
。

　

マ
コ
ガ
レ
イ

　

ク
ロ
ダ
イ

ナ
マ
コ

ヒ
ラ
メ
・
ク
ロ
ダ
イ
・
マ
コ
ガ
レ
イ
か
ら
ナ
マ
コ
も

マダイ種苗を積み込み放流場所へ
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高
橋
神
奈
川
県
漁
連
会
長
二
重
の
喜
び

相模湾の環境保全と
水産振興シンポ開く

磯焼け対策

平成25年度

事
業
の
柱
、マ
ダ
イ
種
苗
を
県
下
十
三
地
先
に
放
流

事
業
の
柱
、マ
ダ
イ
種
苗
を
県
下
十
三
地
先
に
放
流

水
産
功
績
者
と
し
て
受
賞

秋
の
叙
勲
で
旭
日
小
綬
章

* *

㈶横須賀市西部水産振興事業団

研修会
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さ
い
ば
い
漁
業
っ
て
何 

⑮

公
益
財
団
法
人

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

専
務
理
事　

今

井

利

為

あけましておめでとうございます　公益財団法人神奈川県栽培漁業協会の事業の発展を祈念いたします

　　

（
公
財
）
日
本
釣
振
興
会

神
奈
川
県
支
部
は
昨
年
六
月
、

横
須
賀
市
長
井
町
地
先
に
当

協
会
が
生
産
し
た
カ
サ
ゴ
種

苗
五
千
尾
を
放
流
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
千
尾
は
、
地
域
振

興
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
が
行
な
っ
た

「
荒
崎
海
岸
ク
リ
ー
ン
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
３
春
」
に
参
加

し
た
親
子
連
れ
百
五
十
人
が
、

海
岸
を
掃
除
し
た
後
、
荒
崎

の
海
に
放
流
し
ま
し
た
。

　　　

六
月
、
東
京
湾
地
域
遊
漁

協
議
会
、
横
浜
市
漁
協
金
沢

支
所
が
主
催
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
、
地
元
の
小
学
生
百
八
十

人
が
漁
船
に
乗
り
当
協
会
が

生
産
し
た
カ
サ
ゴ
、
メ
バ
ル

種
苗
各
千
尾
を
シ
ー
パ
ラ
ダ

イ
ス
近
く
の
海
に
放
流
し
ま

し
た
。

　

七
月
、
全
日
本
磯
釣
連
盟

神
奈
川
支
部
が
主
催
し
て

「
青
少
年
・
少
女
釣
り
大

会
」
が
横
須
賀
市
海
辺
釣
り

公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
大
会
に
参
加
し
て
い
た
児

童
や
そ
の
親
た
ち
五
十
人
が
、

当
協
会
が
生
産
し
た
二
千
尾

の
カ
サ
ゴ
種
苗
を
放
流
し
ま

し
た
。

　　

七
月
、
横
須
賀
市
東
部
漁

協
久
里
浜
支
所
及
び
㈶
東
京

湾
南
部
水
産
振
興
事
業
団
は
、

地
域
の
祭
り
に
参
加
し
て
い

た
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
親
な

ど
五
十
人
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
久
里
浜
漁
港
で
当
協
会

　

協
会
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
平
成
二
十
五
年
度
も
海

で
釣
り
を
楽
し
む
一
般
の
多
く
の
人
た
ち
が
期
待
す
る
ク
ロ

ダ
イ
、
カ
サ
ゴ
を
は
じ
め
と
し
、
メ
バ
ル
や
マ
ダ
イ
と
い
っ

た
水
産
種
苗
を
生
産
・
放
流
し
、
神
奈
川
の
豊
か
な
海
づ
く

り
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
二
年
ご

ろ
か
ら
漁
獲
物
の
九
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
が
人
工
貝
で
構

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

ア
ワ
ビ
の
漁
獲
量
が
減
少
し

て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、
天

然
の
ア
ワ
ビ
が
激
減
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
こ
の
様

に
天
然
の
ア
ワ
ビ
が
減
少
し

た
か
、
原
因
は
特
定
で
き
ま

せ
ん
。
今
ま
で
の
調
査
で
は
、

昭
五
十
年
代
に
使
わ
れ
、
現

在
で
は
使
用
禁
止
と
な
っ
て

い
る
船
底
防
汚
剤
を
強
く
疑

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
外
に
、
陸
上
か
ら
流

出
す
る
土
壌
や
家
庭
排
水
に

よ
っ
て
海
中
の
濁
り
が
多
く

な
っ
て
透
明
度
が
低
下
し
、

そ
の
結
果
、
ア
ワ
ビ
の
幼
生

が
海
底
に
定
着
す
る
た
め
に

必
要
な
無
節
石
灰
藻
の
分
布

範
囲
が
狭
く
な
っ
た
こ
と
も

原
因
の
一
つ
と
見
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
ア
ワ
ビ
を

獲
る
漁
業
者
の
数
が
高
齢
化

で
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
若
い
時
に
は
深
く
ま

で
潜
る
こ
と
が
で
き
た
人
が
、

今
で
は
、
浅
い
と
こ
ろ
で
素

潜
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

結
局
、
現
在
、
ア
ワ
ビ
の

種
苗
を
放
流
し
な
け
れ
ば
、

神
奈
川
県
で
は
、
ア
ワ
ビ
の

漁
獲
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

本
来
は
、
天
然
の
ア
ワ
ビ
の

再
生
産
が
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
、

人
工
種
苗
を
補
強
す
る
こ
と

で
、
漁
獲
量
を
増
大
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、

ア
ワ
ビ
の

資
源
回
復

計
画
を
実

施
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
最
大
の
目
標

は
天
然
の
ア
ワ
ビ
を
増
や
す

た
め
、
ま
ず
は
、
親
貝
の
育

成
場
を
つ
く
り
、
産
卵
量
の

増
加
を
図
る
こ
と
を
狙
っ
て

い
ま
す
。

　

何
で
ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
な

ど
を
漁
業
協
同
組
合
員
以
外

の
人
が
獲
っ
て
い
け
な
い
の

　

日
本
沿
岸
海
域
の
東
京

湾
・
大
阪
湾
な
ど
重
要
港
湾

区
域
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
の

海
岸
線
に
沿
っ
て
共
同
漁
業

権
と
定
置
網
漁
業
権
、
区
画

漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
な
ど
を

磯
根
資
源
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
資
源
を
漁
獲

で
き
る
人
は
地
元
漁
業
協
同

組
合
員
に
限
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
磯
根
資
源
は
共
同

漁
業
権
第
一
種
種
目
と
し
て
、

漁
業
協
同
組
合
が
管
理
し
て

い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
「
磯
は
地

付
き
、
沖
は
入
会
い
」
の
ル

ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
磯
根
資
源
は
定
着
し

て
い
て
、
漁
獲
を
管
理
し
な

い
と
す
ぐ
に
い
な
く
な
っ
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。
で
す
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
制
限
を
設

け
て
、
獲
り
す
ぎ
を
防
い
で

い
ま
す
。

　

漁
業
者
は
地
先
の
資
源
に

依
存
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

排
他
的
に
漁
獲
す
る
権
利
を

持
っ
て
い
る
一
方
で
持
続
的

に
漁
獲
す
る
こ
と
が
漁
業
者

の
義
務
で
す
。

　

種
苗
の
放
流
も
漁
業
者
が

投
資
を
し
て
資
源
の
培
養
を

し
て
い
ま
す
。

　

海
は
万
人
に
開
か
れ
て
い

て
、
一
般
の
人
が
磯
根
資
源

を
獲
る
こ
と
を
認
め
て
ほ
し

い
、
と
の
意
見
を
聞
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
漁
業
者
以
外
の

人
に
無
秩
序
な
捕
獲
を
認
め

た
場
合
に
は
、
資
源
の
乱
獲

が
起
こ
っ
て
し
ま
う
の
は
必

然
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
一
般
の

人
が
磯
根
資
源
を
捕
獲
す
る

こ
と
は
厳
に
謹
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い

る
ア
ワ
ビ

　

国
産
の
ア
ワ
ビ
は
か
つ
て

四
千
ト
ン
を
漁
獲
し
て
い
ま

し
た
が
、
近
年
、
二
千
ト
ン

に
な
り
、
半
減
し
て
い
ま
す
。

こ
の
減
少
を
補
う
た
め
、
世

界
各
地
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
輸
入
先
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ―

ラ
ン

ド
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、

メ
キ
シ
コ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
な
ど
で
す
。
ま
た
、
中
国

が
経
済
成
長
と
と
も
に
ア
ワ

ビ
の
需
用
が
増
大
し
て
い
ま

す
。

　

輸
入
さ
れ
て
い
る
ア
ワ
ビ

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

ビ
ク
ト
リ
ア
ア
ワ
ビ
、
グ
リ

ー
ン
リ
ッ
プ
、
南
ア
フ
リ
カ

の
ミ
ダ
ノ
ア
ワ
ビ
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
で
産
す
る
ア
カ
ネ
ア
ワ

ビ
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
外
、
ア
ワ
ビ
の
近
縁
種

と
し
て
ミ
ミ
ガ
イ
科
の
ロ
コ

貝
を
チ
リ
ー
か
ら
輸
入
し
て

い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度
栽
培
普
及
啓
発
事
業

が
生
産
し
た
マ
ダ
イ
種
苗
合

計
二
千
五
百
尾
を
放
流
し
ま

し
た
。

　
八
月
、
小
田
原
み
な
と
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
漁
業
や
行

政
関
係
者
、
ま
つ
り
に
来
て

い
た
家
族
連
れ
な
ど
合
計
百

人
が
漁
船
に
乗
り
沖
に
出
て
、

当
協
会
が
生
産
し
た
三
千
九

百
尾
の
マ
ダ
イ
種
苗
を
放
流

し
ま
し
た
。

　　

九
月
、
横
浜
市
本
牧
海
釣

り
施
設
で
ク
ロ
ダ
イ
種
苗
の

放
流
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
釣
り
を
楽
し
ん
で
い

た
子
ど
も
た
ち
な
ど
五
十
人

が
参
加
し
て
千
尾
の
稚
魚
を

放
流
し
ま
し
た
。

　　

九
月
、
腰
越
み
な
と
ま
つ

り
で
、
地
元
の
小
学
生
と
父

兄
百
五
十
が
参
加
し
、
漁
船

に
乗
り
沖
に
出
て
六
百
尾
の

マ
ダ
イ
種
苗
を
放
流
し
ま
し

た
。
ま
た
、
岸
壁
に
来
て
い

た
人
た
ち
も
放
流
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
マ
ダ
イ
稚
魚
は
、

協
会
が
育
て
て
い
た

種
苗
で
す
。

　

十
月
、
横
須
賀
市

の
「
荒
崎
海
岸
ク
リ

ー
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
３
秋
」
に
参
加
し

た
親
子
連
れ
五
十
人

が
、
当
協
会
が
生
産

し
た
千
尾
の
ク
ロ
ダ

イ
種
苗
を
放
流
し
ま

し
た
。
（
公
財
）
日

本
釣
振
興
会
神
奈
川

◇
横
須
賀
・
カ
サ
ゴ

◇
久
里
浜
・
マ
ダ
イ

◇
金
沢
・
カ
サ
ゴ
、
メ

　

バ
ル

◇
長
井
・
カ
サ
ゴ

◇
小
田
原
・
マ
ダ
イ

◇
本
牧
・
ク
ロ
ダ
イ

◇
腰
越
・
マ
ダ
イ

◇
荒
崎
・
ク
ロ

　

ダ
イ

支
部
が
主
催
し
て
実
施
し
た

も
の
で
、
こ
れ
に
先
立
ち
、

振
興
会
と
当
協
会
は
九
千
尾

の
種
苗
を
長
井
沖
に
放
流
し

ま
し
た
。

　　

十
月
、
川
崎
港
ま
つ
り
実

行
委
員
会
は
、
地
元
の
小
学

生
や
保
護
者
四
十
人
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
ク
ロ
ダ
イ
稚

魚
千
尾
を
四
年
前
に
オ
ー
プ

ン
し
た
東
扇
島
人
工
海
岸
で

放
流
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち

は
放
流
し
た
ク
ロ
ダ
イ
の
稚

魚
が
、
海
の
中
で
泳
ぐ
姿
を

見
て
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。

　

十
月
、
横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド

マ
リ
ー
ナ
は
年
間
活
動
の
一

環
と
し
て
、
横
浜
市
内
の
小

学
生
た
ち
三
十
八
人
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
マ
ダ
イ
種
苗

千
尾
を
放
流
し
ま
し
た
。
な

お
こ
の
日
、
同
マ
リ
ー
ナ
の

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
集
め
た
お

金
を
、
栽
培
漁
業
に
役
立
て

て
、
と
当
協
会
に
寄
付
し
て

く
れ
ま
し
た
。

◇
東
扇
島
・
ク
ロ
ダ
イ

◇
横
浜
・
マ
ダ
イ

お母さんに支えてもらいマダイ種苗放流

クロダイ種苗を放流
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湘
南
平
塚
で
六

代
続
い
て
い
て
シ

ラ
ス
漁
を
専
門
に

行
っ
て
い
る
漁
業

者
、
杉
山
武
さ
ん

が
目
の
前
の
相
模

湾
で
自
分
が
獲
っ

た
新
鮮
な
シ
ラ
ス

を
自
営
の
加
工
場

に
持
ち
込
ん
で
製

造
・
販
売
し
て
い

る
の
が
「
釜
揚
げ

し
ら
す
」
「
し
ら

す
干
し
」
「
た
た
み
い
わ

し
」
「
ご
ま
め
」
「
つ
く
だ

煮
」
な
ど
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
獲
れ
た
日
の

う
ち
は
食
べ
ら
れ
る
「
生
し

ら
す
」
、
季
節
限
定
の
「
し

ら
す
沖
漬
け
」
「
干
物
」
も

加
工
場
に
隣
接
し
た
直
売
所

で
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
地
方
発
送
も
行
っ
て

お
り
、
離
れ
て
い
て
「
湘
南

し
ら
す
」
の
お
い
し
さ
が
堪

能
で
き
ま
す
。

　

シ
ラ
ス
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、

Ｂ
１
２
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
な
ど
の
ミ

ネ
ラ
ル
成
分
が
含
ま
れ
、
特

に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
で
、

骨
や
内
臓
も
丸
ご
と
た
べ
る

こ
と
が
で
き
る
海
の
恵
み
で

す
。
「
丸
八
丸
で
製
造
し
て

い
る
シ
ラ
ス
各
種
商
品
は
保

存
料
・
香
料
な
ど
を
一
切
使

わ
ず
、
粗
塩
だ
け
で
茹
で
上

げ
て
あ
る
の
で
安
心
し
て
食

べ
て
下
さ
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。

丸八丸直売所
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真
鶴
町
の
鈴
木
組
は
、
漁

港
建
設
工
事
を
行
っ
て
い
る

三
崎
港
に
近
接
す
る
三
浦
市

立
三
崎
小
学
校
の
生
徒
の
課

外
学
習
で
サ
ザ
エ
種
苗
の
放

流
や
漁
港
建
設
現
場
の
見
学

な
ど
の
社
会
貢
献
事
業
を
行

っ
た
と
し
て
、
平
成
二
十
五

年
度
建
設
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
元

気
ア
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
組
は
、
神
奈
川
県
を

中
心
に
漁
港
、
港
湾
、
マ
リ

ー
ナ
、
人
工
リ
ー
フ
な
ど
の

新
設
、
整
備
な
ど
社
会
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
環

境
作
り
の
先
駆
者
的
役
割
を

果
た
し
て
き
た
会
社
で
す
。

　

神
奈
川
県
か
ら
三
崎
漁

港
・
日
ノ
出
二
号
岸
壁
の
保

全
工
事
を
受
注
し

た
こ
と
を
契
機
に
、

地
域
へ
の
貢
献
事

業
と
し
て
小
学
三

年
生
三
十
七
名
を

対
象
に
三
崎
漁
港

の
土
木
工
事
、
三

浦
の
漁
業
、
栽
培

漁
業
に
つ
い
て
の

学
習
、
サ
ザ
エ
種

苗
二
千
個
の
放
流

な
ど
の
体
験
学
習

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
、
建

釣り大会参加者から寄付

粗塩のみで茹で上げた湘南シラスを販売

平塚須賀・シラス漁専門

　

平
成
十
三
年
か
ら

マ
ダ
イ
種
苗
放
流
に

役
立
て
て
、
と
寄
付

を
続
け
て
い
る
釣
具

の
大
手
メ
ー
カ
ー
シ

マ
ノ
か
ら
、
今
年
度

も
百
万
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
リ
ビ
エ
ラ
リ

ゾ
ー
ト
シ
ー
ボ
ニ
ア

マ
リ
ー
ナ
が
主
催
し

た
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
大
会
「
ハ

ギ
マ
ス
タ
ー
」
の
参
加
者
か

ら
参
加
費
の
一
部
、
十
二
万

三
千
円
を
当
協
会
に
寄
付
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

シ
マ
ノ
か
ら
の
寄
付
は
、

協
会
が
「
マ
ダ
イ
遊
漁
者
協

力
金
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
平
成
十
三
年
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
ま

で
の
十
一
回
の
寄
付
の
総
額

は
千
五
百
九
十
万
円
に
達
し

て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
で
は
行
政
の
補

助
が
な
く
な
る
な
ど
、
栽
培

漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳

丸八丸

設
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

大
き
く
貢
献
し
た
と
し
、
コ

ン
テ
ス
ト
審
査
員
全
員
か
ら

高
い
評
価
を
得
て
の
受
章
と

な
り
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

て
い
る
の
は
県
内
の
五
十
の

建
設
業
関
連
団
体
で
組
織
し

て
い
る
「
神
奈
川
県
魅
力
あ

る
建
設
事
業
推
進
協
議
会
」

で
、
「
建
設
事
業
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
の
推
進
」
「
働
く

人
た
ち
へ
の
職
場
環
境
の
改

善
」
「
若
い
人
た
ち
へ
の
魅

力
づ
く
り
の
推
進
」
を
目
標

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

表彰された鈴木組

建
設
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
元
気
ア
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト
で

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
同
社
の
多
額
の
寄

付
は
マ
ダ
イ
種
苗
生
産
・
放

流
を
大
き
く
支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー

ト
シ
ー
ボ
ニ
ア
マ
リ
ー
ナ
は
、

春
に
「
キ
ス
マ
ス
タ
ー
」
、

秋
に
「
ハ
ギ
マ
ス
タ
ー
」
を

行
い
、
そ
の
都
度
、
資
源
増

大
の
た
め
に
と
参
加
者
に
呼

び
掛
け
当
協
会
に
寄
付
を
続

け
て
く
れ
て
お
り
、
海
を
豊

か
に
す
る
事
業
の
大
き
な
励

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
シ
マ
ノ
か
ら
寄
付

　

「
海
に
生
き
、海
を
守
る
」

の
精
神
で
東
京
湾
で
生
活
し

て
き
た
遊
漁
船
業
者
の
集
ま

り
「
東
京
湾
遊
漁
船
業
協
同

組
合
」
が
設

立
四
十
周
年

を
迎
え
、
昨

年
十
一
月
、

記
念
式
典
を

挙
行
し
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
九
年
に
組
合
と

し
て
ス
タ
ー
ト
、
以
後
、
適

正
な
運
行
と
営
業
に
努
め
、

　

東
京
湾
の
浅
場
に
マ

ッ
チ
す
る
ヒ
ラ
メ
、
マ

ダ
イ
な
ど
の
種
苗
放
流

に
も
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
飯
島
正
宏
組
合

長
は
「
国
の
発
展
の
た

め
身
を
削
り
続
け
て
い

る
東
京
湾
に
恩
返
し
す

る
考
え
で
邁
進
し
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

式典で挨拶する飯島組合長

高浜台

平塚信用金庫

交番

港小

高浜高校

湘南海岸公園 デニーズ

魚市場

湘南大
橋

めがね橋

茅ヶ崎

大磯

相模湾

相
模
川

新港

須賀港

←

→
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鈴
木
組
が
最
優
秀
賞
受
賞

二
十
五
年
度

設
立
四
十
周
年
式
典
挙
行

東
京
湾
遊
漁
船
業
協
同
組
合

リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
の

   

　
　
釣
り
大
会
参
加
者
か
ら
も




